
アメリカオオアカイカ　東部太平洋
（Jumbo Flying Squid, Dosidicus gigas）

最近の動き

FAO 漁獲統計によると、2012 年のアメリカオオアカイカ
漁獲量は 95.1 万トンとなり、本種漁業が始まってから最も
高い漁獲量を更新し、頭足類の中で最大の漁獲量を維持し
た。そのうち、ペルーとチリがそれぞれ 49.7 万トンと 14.5
万トンの漁獲を揚げた。さらに、特筆すべきことは、ペルー
沖公海での中国の漁獲量が 26.1 万トンに達したことである。
本種は近年の世界的な需要の高まりから国際原料となり、主
要沿岸国のペルーは、2011 年から本種の漁業管理規則と入
漁許可に関して価格競争入札を導入することを決定した。し
かし、現時点まで入札等に係る制度が確立せず、2012 年 1
月以降、日本漁船は当該水域での操業ができない状態となっ
ている。このため、メキシコ海域やエクアドル海域での操業
が模索されている。

利用・用途

大型イカは「イカステーキ」に加工される。また、中型は
冷凍ロールイカ等に加工される。最近、アメリカオオアカイ
カを原料としたイカ加工品は、従来のアカイカ系の主要用途
である惣菜（天ぷら、フライ）加工分野にとどまらず、ヒレ（耳）
を使った塩辛やソフトタイプの乾燥珍味（さきいか、燻製）、
さらに海鮮風カップ麺のフリーズドライ製品（タコ風のゲ
ソ）などの分野にも拡大している。これらの加工品としての
利用には原産地表示の義務はない。しかし、DNA 分析の結果、
大手量販店やコンビニエンスストアなどで販売されているイ
カ製品のうちスルメイカに次いで高い割合を占めていること
が明らかになった（若林ほか 2009）。また、半冷凍すり身ペー
スト、胴肉の打抜き式イカリング、フィレなどの加工品とし
て世界的な用途が拡大しており、本種は国際的な加工原料と
なっている。

漁業の概要 

我が国のアメリカオオアカイカ漁業は、海洋水産資源開発
センター（現：独立行政法人水産総合研究センター開発調査
センター）が 1971/1972 漁期（漁期の定義は 5 月から翌年
の 4 月まで）にカリフォルニア半島周辺で開発調査を行っ
たことに端を発する。その後、マツイカ及びアカイカ漁業

の補完的資源として注目されるようになり、1984/1985 漁
期から同センターが本格的な調査を実施した（黒岩 1998）。
我が国いか釣り漁船も 1989 年頃から操業を開始し、1991
年までは主にメキシコ 200 海里（EEZ）内で操業を行った。
一方、同センターが 1989 年にペルー EEZ 内において本種
の高密度群を発見し、翌年からいか釣り漁船 40 隻余りが出
漁し、4 ～ 8 万トンを漁獲し、南西大西洋に次ぐ重要な漁
場となった。その後ペルー海域は 1996 年から不漁となった
が、同年に北半球公海域（コスタリカ沖）に新漁場が開拓さ
れた。1998 年には本種を対象にした操業は行われなかった
が、1999 年にはコスタリカ沖及びペルー沖で操業が再開さ
れた（一井 2002）。我が国は 2000 ～ 2002 年にペルー海
域、コスタリカ沖で年間約 6 ～ 8 万トンを漁獲した。しかし、
2006 年以降には入漁隻数が 4 隻程度となり、さらに 2011
年には、ペルー EEZ 内での操業海域を 80 海里以遠に制限さ
れたことから漁獲量は 1 万トンに減少した。2012 年以降は
ペルー EEZ 内での操業許可が下りず、ペルー海域の漁獲は
ほとんどなくなってしまった。

FAO 漁獲統計によると、全世界のアメリカオオアカイカ
漁獲量は 1990 ～ 1992 年にかけて、約 3 ～ 12 万トンに急
増し、その後 1998 年を除き、2001 年まで 14 ～ 30 万ト
ンを維持した（図 1）。その後、2002・2003 年に約 40 万
トンに増加し、2004 年以降、多少の変動はあるものの総
漁獲量は約 80 万トン前後で高い漁獲量が維持されている。
2012 年に漁獲量は 95.1 万トンに達し、本種資源を漁獲し
始めてから最大の漁獲量を更新した。これは、いか・たこ類

図 1. アメリカオオアカイカの国別漁獲量（データ：FAO 2014）
2013 年のデータは推計値。
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の単一種で世界一の漁獲量となっている。漁獲量を海域別に
みると、ペルー海域（チリ沖も含む）では、日本、ペルー及
び韓国が 1992 ～ 1995 年及び 2000・2001 年に計 10 万
トン以上の漁獲を揚げた（表 1）。2004 ～ 2006 年にチリも
加わり、漁獲量は年間 70 万トンにまで急増している。また、
メキシコが 1996・1997 年及び 2002 ～ 2004 年に約 10
万トンの漁獲を揚げた。近年、アメリカオオアカイカを中心
とした世界的なイカの需要拡大に伴い（三木・若林 2010）、
ペルー、チリ、メキシコでは、沿岸の零細漁民による日帰り
の手釣り漁業が発展している。しかし、最近年は漁場が遠
くなり、2 ～ 3 日の操業になることが多いという（IMARPE、
未発表）。近年はペルー沖やチリ沖公海において、中国船を
主体とする外国いか釣り漁船による操業が増加している（水
産庁 2013）。注目すべきは、最近の中国漁船の漁獲量の急
増で、2011 年には 25 万トンがペルー沖公海を中心に漁獲
された（FAO 2014）。米軍軍事気象衛星（DMSP）の夜間可
視域センサーの画像（農林水産研究情報総合センターからの
提供）を利用して日本を除く外国船によるいか釣り漁船の集
魚灯の位置を観測すると、ペルー EEZ の境界だけではなく
ペルー EEZ から 400 海里も離れた沖合でも操業が行われて
いることがわかる。実際に調査船からの目視観察と合わせて、
ほとんどが中国船の操業と確認されている（水産庁 2013）。
また、チリ沖公海上の南緯 40 度西経 80 度においても、中
国船は 2006 ～ 2008 年にかけて試験的ないか釣り操業を
行っている（Liu ほか 2010）。

生物学的特性 

本種は、熱帯・亜熱帯域の外洋－沿岸性種であり、カリ
フォルニア沖からチリ沖にかけての海域に分布する（図 2）。
成熟体長により小型、中型及び大型に区分され、後者は外

套長が 120 cm に達するアカイカ科最大の種である（Nesis 
1983）。小型は、赤道付近及びカリフォルニア海流域だけに
見られ、中型と大型はそれぞれ南北半球に分かれて分布する

（Nesis 1983）。大型は、年によって出現したりしなかった
りする。

中型の雌は生後約 5 か月（外套長 30 ～ 40 cm）、雄は生
後約 4 か月（20 ～ 30 cm）で成熟し、平衡石を用いた日齢
査定の結果、寿命は 1 年と推定される（図 3）。体長は雌の
方が雄よりやや大きい（増田ほか 1998）。大型の雌は外套
長が 65 ～ 75 cm、雄は 50 ～ 65 cm で成熟する（増田ほか 
1998、Koronkiewicz 1988）。大型の成長は 1 年間で約 80 
cm と推定され（増田ほか 1998）、この成長率を採用すると、
アメリカオオアカイカは約 1 年半で最大体長（120 cm）に
達することになる。小型の雌は外套長 20 ～ 27 cm で、雄
は 15 ～ 18 cm で成熟する（Nesis 1983）。また、メキシコ
のカリフォルニア湾で採集された外套長 80 cm の成熟雌の
日齢は 450 日と推定されたことから、産卵を終えたイカで
は寿命は 1.5 ～ 2 年に達するものもあるのではないかと示

図 2. アメリカオオアカイカの分布図

表 1. 各国のアメリカオオアカイカの漁獲量の変遷
（データ：FAO 2014、ただし 2012 年は、日本のデータは全国遠洋沖合いかつり漁業協会（現：一般社団法人全国いか釣り漁業協会）の

操業状況週報よるいか釣り漁による漁獲量、ペルーはペルー国生産省、チリはチリ国漁業局の水揚げデータより推計した値である）
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唆されている（Markaida and Sosa-Nishizaki 2004）。さらに、
最近ペルー海域で漁獲された外套長 105 cm の成熟雌の日齢
査定をした結果、輪紋数は 300 ～ 330 本程度であり（図 4）、
外套長 1 m を超えるイカでも寿命は約 1 年と推測された。

本種の外套長サイズは一定しているわけではない。ペルー
海域で商業いか釣り漁船によって採集された成熟雌の外套
長は、1999 年以前には平均で 30 ～ 40 cm 前後であったが、
それ以降は大型化して 2004 年には 90 cm を超えるように
なった（図 5）（加藤ほか 2010）。

本種は 2001 年以降分布域の拡大や海岸への大量打ち上げ
が報告され、2005 年にはアラスカ沖の海氷域にも出現した

（図 6）。ペルー海域とコスタリカ沖の個体は、DNA 解析に
より別系群であることが明らかにされた（和田 未発表）。ま
た、メキシコからカリフォルニアにかけての北半球の個体群
とペルー及びチリの南半球の個体群とでは弱いながらも有意
な遺伝的隔離が認められ（Sandoval-Castellanos ほか 2010）、
南北両半球間では個体群の交流はないことが示されている。

本種の食性は発育段階により異なり、小型個体は主にオキ
アミ類等のプランクトン、中型の個体は中深層性魚類のハダ
カイワシ科やウキエソ類（Vinciguerria lucetia）及びイカ類

（共食い）を主餌料とする（ヤマシロほか 1998、Arguelles 
et al . 2008）。特に、外套長 20 cm 以上のアメリカオオア
カイカの胃内容物からは、上記の中深層性魚類が最も多く
出現し、60 cm を超える大型の個体は共食いをしている

（Markaida and Sosa-Nishizaki 2003）。ペルー海域は生産力
が高く、アンチョビー（カタクチイワシ類）だけで 1,200
万トンも漁獲されたことがある。しかし、アンチョビーは沿
岸に分布するため、沖合に分布するアメリカオオアカイカの

主餌料とはなっていない。また、チリ海域ではアメリカオオ
アカイカによるメルルーサ（タラ類）やチリマアジの食害
が指摘されている（Ulloa ほか 2006、Cubillos ほか 2004）。
しかし、いずれもトロールやまき網漁船で得られた混獲標本
から食性分析を行ったため、網内での偶発的な摂餌による大
きな偏りが生じていて、実際にはニシン類やハダカイワシ類
が多いと指摘されている（Ibanez ほか 2008）。一方、アメ
リカオオアカイカの捕食者としては、キハダ、イルカ、マッ
コウクジラ等が挙げられる（Perin ほか 1973）。

本種は、大規模な回遊を行わないと考えられる。ペルー沖
では、高密度分布域は周年にわたって南緯 3 ～ 10 度にあり、
そこでは常に成熟した雌雄が活発な索餌活動を行っている。
この高密度分布域は沿岸湧昇域であり、産卵場と索餌場が一
致するため大規模回遊を行う必然性はない。また、コスタリ
カ沖でも、高密度分布域は北赤道海流と北赤道反流の間の湧
昇域（北緯 8 ～ 10 度）に相当し、生産力が高く、産卵場と
索餌場が一致する。

図 4. アメリカオオアカイカの平衡石にあらわれた日輪紋

図 5. ペルー海域における開発調査センター調査船によって採集さ
れた成熟した雌のアメリカオオアカイカの外套長の年変化（加藤
ほか 2010）赤い曲線は大型群の出現パターン、青い曲線は中小型
群の出現パターン。

図 6 アメリカオオアカイカの分布と主な海流
■の範囲はかつて報告されていた本種の分布範囲（Nesis 1983）、
■ は 最 近 年 に 分 布 拡 大 し た と 思 わ れ る 範 囲（Hatfield and　
Hochberg 2006）、■は主漁場。

図 3. アメリカオオアカイカの成長（酒井・若林 2010）
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コ ス タ リ カ の 沖 合 漁 場 で は、1996 年 （ 平 常 年 ） 及 び
1997 年（エル・ニーニョ期）は好漁であったが、1999 年（ラ
･ ニーニャ期）は不漁であった。ペルー海域同様、2000 年（平
常年）以降は好漁となった。しかし、2001 年以降、ペルー
海域での安定した漁獲が続いているため当海域での操業はほ
とんどない。

資源状態

ペルー海域における我が国いか釣り漁業は 1991 ～ 1995
年の期間においては好漁であったが、1996 ～ 1997 年にか
けて CPUE が減少した（図 10）。1997/1998 年には前世紀
最大規模のエル・ニーニョが発生したものの好漁にはなら
ず不漁であったが、2000 年以降は好漁に転じた。日本漁船
のペルー EEZ 内での操業による CPUE の変動を見ると、一
時的に 2007 ～ 2008 年にかけて減少が見られたが、2000
年以降では比較的高い値で推移してきた（図 10）。しかし、
2010 年から日本漁船の CPUE の減少が観察された。この減
少は、ペルー沿岸零細の釣り漁業の CPUE（トン / 出漁回数
/ 船）でも観察され 2011 年以降も低く推移した。2011 年
の CPUE の減少は、ペルー政府が外国船の入漁許可水域を
80 海里以遠に制限した影響と見られる。ペルーの沿岸零細
漁民の CPUE 水準で見ると、2011 年中頃から CPUE 水準は
回復し、2012 年 1 月以降にさらに増加して資源は高位となっ
た（FRA ほか 2013）。

本種の適正産卵水温は 24 ～ 28 ℃の比較的高い温度帯と
想定されてきた（Waluda and Rodhouse 2006）。最近では、
メキシコカリフォルニア湾において 25 ～ 27 ℃の海域で直
径が数 m もある卵塊が見つかっている（Staaf ほか 2008）。
その一方で、ペルー海域ではこれまで産卵場に関する情報は
極めて少ない。これは、産卵場の指標となるふ化稚仔が採集
されても、アメリカオオアカイカと同所的に生息する近縁種
のトビイカとの形態的な識別が極めて難しかったためである。
しかし、近年、DNA 分析手法を用いて迅速かつ簡便に識別
する手法が開発され、調査船上などでも応用できるように
なった（若林ほか 2008）。平成 19 年度（2007 年 11 月か
ら 2008 年 1 月にかけて）に水産庁調査船『開洋丸』で実
施された、アメリカオオアカイカふ化稚仔分布調査において、
採取されたふ化稚仔がこの手法によりアメリカオオアカイカ
のものであることが確認された（水産庁 2009）（図 7）。こ
の結果ペルー海域では、これまで想定されていた水温帯（24
～ 28 ℃）よりもかなり低い水温帯（18 ～ 20℃）で産卵し
ていることが明らかになった。また、稚仔の出現密度は沿岸
よりもやや沖合の方が高いことが示された（図 8）。本種の
適正産卵水温の幅は、これまで考えられていたよりもかなり
広い（18 ～ 28 ℃）と考えられる。2012 年に開洋丸の船上
で、受精卵のふ化が観察され、6.5 日でアカイカ科のふ化ス
テージ 30 に到達した（水産庁 2013）（図 9）。アメリカオ
オアカイカのふ化までに要する時間は、同じアカイカ科の冷
水に適したアルゼンチンマツイカや暖水に適したトビイカの
胚発生速度と大きな差は見られなかった。

図 10. 日本のいか釣り漁船によるペルー海域（200 海里内）にお
けるアメリカオオアカイカ CPUE（トン / 日 / 隻）の月別変化及び
南方振動指数の月別変動

図 7. ボンゴネットで採集されたふ化して間もない卵黄を持った外
套長 1.4 mm のアメリカオオアカイカの稚仔

図 8. 水産庁調査船『開洋丸』調査によって得られた 2007 年と
2011/2012 年におけるアメリカオオアカイカの稚仔の分布と量（水
産庁 2009, 2013）

図 9. アメリカオオアカイカ、アルゼンチンマツイカ、トビイカの
胚発生速度。一定飼育水温（20℃）で飼育した受精卵のふ化まで
の胚発生速度の比較。（水産庁 2013）
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開洋丸による 2007 年及び 2011/2012 年の調査によっ
て、ペルー沖を中心に漁業加入前の外套長 10 cm 未満の若
齢イカ（図 11）の分布と量を明らかにした（水産庁 2009, 
2013）。2011/2012 年では 2007 年に比べて分布量が明ら
かに高く沖合まで分布していることが示された（図 12）。ま
た、同様に 2007 年及び 2011/2012 年における調査船での
釣り調査によって、再生産力の指標となる成熟雌の分布と
量を明らかにした（図 13）。ここでも、2011/2012 の調査
で 2007 年に比べて成熟雌の分布量が高いことが示された。
2011/2012 年の若齢イカ及び成熟雌の分布量がともに高い
ことから、減少傾向にあったペルー沖のアメリカオオアカイ
カ資源は回復すると判断された（水産庁 2013）。2012 年以
降、ペルー沖公海域における同資源の水準に関するデータは
ほとんどない状態である。しかし、日本と同様に 2011 年以
降にペルー 200 海里内での操業ができなくなった台湾が南
太平洋公海域の地域漁業管理機関（SPRFMO：South Pacific 
Regional Fisheries Management Organization）に提出した
最新の報告によると、本資源の豊度は 2005 年以降減少傾向
にあるとしている（Chinese Taipei 2014）。

管理方策

ペルー政府は、自国の EEZ 内における本種の資源管理を
プロダクションモデルによる MSY に基づいて行っている。
それによると、2001～2011年にかけての平均現存量は2.51
～ 2.96 百万トン、MSY は 85.4 万トンと推定され、2012
年の漁獲割当を 50 万トンとした（ペルー生産省 2012）。現
在、ペルー国内では専用いか釣り漁船などの大型いか釣り漁
業は承認されていない。また、外国漁船についてはペルーへ
の技術・開発協力を条件に 20 海里以遠のペルー EEZ 内にお
いて大型いか釣り漁船の操業を認めてきたが、2011 年から
資源水準の低下に伴う沿岸零細漁民への優遇的措置として操
業海域が 80 海里以遠への EEZ 内へと制限されることになっ
た。さらに現在のところ外国漁船への入漁許可は発給されて
いない。

チリ EEZ 内では、チリ中央部の第 15 州から第 12 州まで
の海域において、大規模漁業と零細漁業とに分けて、漁獲
割当（Cuota）を下記の方法で決めている。2013 年の割当
量は、15.36 万トンと決定された（Subsecretaria de Pesca y 
Acuacultura 2012）。

Cuota = c･Yav 

Yav は適正期間における漁獲量の平均値、c は自然変
動ファクター（c ≒ 1）

一方で、ペルーやチリ沖の南半球東部太平洋の公海域では、
中国船を中心とする外国のいか釣り漁船が制限なく操業を行
い、中国だけで年間 20 万トンを超える高い漁獲を続けてい
る。南太平洋公海域ではアメリカオオアカイカ資源も検討魚
種に含めた SPRFMO による漁業資源の国際管理が始まって
おり、これらを通じた公海における適正なアメリカオオアカ
イカの資源管理が必要であろう。

執筆者

外洋資源ユニット
　いか・さんまサブユニット
　東北区水産研究所　資源海洋部
　浮魚 ･ いか資源グループ
　　　酒井　光夫・加藤　慶樹・保尊　　脩

図 11. 表中層トロールで採集されたアメリカオオアカイカの若齢イカ

図 13. 水産庁調査船『開洋丸』調査によって得られた 2007 年と
2011/2012 年におけるアメリカオオアカイカの成熟雌イカの分布
と量（水産庁 2009, 2013）

図 12. 水産庁調査船『開洋丸』調査によって得られた 2007 年と
2011/2012 年におけるアメリカオオアカイカの若齢イカの分布と
量（水産庁 2009、2013）
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アメリカオオアカイカ（東部太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準
（ペルー海域）
（チリ海域）

高　位

資 源 動 向
（ペルー海域）
（チリ海域）

安　定

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

64.3 ～ 95.1 万トン（全域）
平均：84.2万トン（2008～2012年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

0.1 ～ 2.7 万トン（ペルー海域）
平均：1.4 万トン（2008 ～ 2012 年）

管 理 目 標
（ペルー EEZ 海域）
（チリ EEZ 内 XV ～
XII 州海域）

漁獲割り当て：50 万トン
（2012 年ペルー EEZ 内）
漁獲割り当て：15.36 万トン

（2013 年チリ海域）

資 源 の 状 態
（ペルー EEZ 海域）

ペルー政府は最近年の MSY を 85
万トンと見積もった

管 理 措 置
（ペルー EEZ 海域）

外国漁船の 80 海里までの入漁制
限（2011 年）、これまで許可され
ていなかった自国中型いか釣り船
操業許可の検討中（2014 年）

管理機関・関係機関 ペルー政府・チリ政府・メキシコ政府

最新の資源評価年 ―

次回の資源評価年 ―
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